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   1) Comparative studies of polarography on the hypertrophied prostate tissue and 

physicochemical tests on the serum of the patients with hypertrophied prostate have 
been undertaken. 

   2) Height of the protein waves of the hypertrophied prostate tissue was lowered by 

the order of Filtrate, Native, Digest, and Methanol B. Mucoprotein was more contained 

in the tissue than serum. However, serum mucoprotein contents of the patients with 

hypertrophied prostate were within normal limits. 
   3) Total serum protein, albumin and globulin of the patients with hypertrophied 

prostate were within normal limits, while those three levels in the extract from the 
hypertrophied prostate were definitely lower, especially albumin. 

   4) Administration of female hormone to the patients with hypertrophied prostate lo-
wered the high of the protein waves of the tissue in polarography, while in physicoche-

mical tests is resulted in an increase in albumin and slight decrease in globulin. Ad-
ministration of female hormone to the orchiectomized patients further lowered the 

height of the protein waves and increased both serum albumin and globulin, consequent-
ly increased total serum protein. 

   5) In serum polarography, administration of female hormone did not produce marked 
change in the height of the protein waves. However, slight decrease in albumin and 

increase in globulin were definitely existed, which resulted in an increase in  A/G ratio. 

On the other hand, administration of female hormone to the orchiectomized patients 

lowered the height of the protein waves but this lowering was almost negligible compa-

ring with that of the hypertrophied prostate tissue.

緒 言

前立腺肥大症がどの様な原因で,又 どの様な

発生機序をたどるのか何れも真因は解決をみて

いないが,内 腺を発生母地として男性ホルモソ

の関与により腺腫状増殖を来 したものであると

いう形態的発生病理に就ては大体異論な く確認

されている,

著者 は最近性ホルモ ン負荷時におけ る前 立腺

分泌液 の蛋 白波 をPolarograph的 に追求す る

事 に よつ て前立腺分泌機能 を解明すべ く既にそ

の一部 を報告 したが7〕 、 本稿 においては 肥 大

前立腺組織 を対象 としてPolarograph的 検討

を行 い,併 せて女性 ホルモ ン負荷 時におけ る肥

大前立腺の反応態度 を解明せん と試みた,
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実 験 方 法

試 料,試 薬並 び に 装 置

試 料 は手 術 的 に捌 出七 た新 鮮 肥 大前 立 腺 及 び 同患 者

血 清 を 用 いた.血 清 は 実験 条 件 を一 定 にす るた め に手

術 当 日の 早 朝空 腹 時 に採 血 した もの を用 い輸 液等 は 行

つ て いな い,肥 大前 立腺 組 織 は易1出後30分 以 内 に処 理

した.即 ち シェ ブチ=ン コ法1)2)に な らい5grを 秤

量 し鋏 で 細 断,之 に滅 菌 金 剛砂 を 混 じ て 乳 粥 と し

10mlの 生 塩 水 を加 え10分 間 放 置,遠 沈 後No,6の 東

洋 炉 紙 に て炉過,炉 液 を実 験 に供 した.

試 薬 は緩 衝 液 として8×IO-3MCoC12,INNH

40H液 及 び1NNH,Cl液 を 用 い,血 清 に変 性 操作

を加 え,又 除 蛋 白 す る 目的 に1NKOH及 び20%

Sulfosalicylicacid(以 下SSAと 略)を 用 い た.

装 置 は島 津製Polarograph(RP-2型)を 使 用 した.

実 験方 法 は 生反 応(Native),変 性反 応(Digest),

炉 液 反応(Filtrate),MethanolB法 を 行 つ た.3》4)

s)こ の 詳細 に関 しては 第1報6〕 に 述 べた .

尚,こ の肥 大前 立 腺組 織 抽 出液 及 び血 清 は 同 時に 総

蛋 白量(Biuret法),残 余 窒素(MicroKjeldahl

法),Albumin,Globulin(以 下Alb.,Gl.と 略)

(Biuret法),AIGの 測定 を 行 つた 。

実 験成 績

上 記 の各 反 応 に従 つ て前 立腺 肥 大 症患 者10例 に つ い

て得 た組 織 抽 出液 及 び 血 清 の実験 成 績 は次 の如 くで あ

る.

1)肥 大 前 立腺 組 織

第1図 の如 く炉液 反 応 にお い て は定 型 的 な二 重 波 を

呈 さな い が,生,変 性,MethanolB法 では 蛋 白二

壷波 を認 め た.

生 反 応:第1波(W,)は20.0～3ZOmm,第2波

(W2)は28.5～51.8mmで,平 均波 高値W1十W2/2

は33.8mm,W2/W、 は1.39で あ つ た.

変 性 反 応:W1は9.0～19.7mm,W2は12.5～28.O

mm,平 均値 は18.9mm,W2/W1は1.25で あつ た.

が 液反 応:こ の 方法 で はWlのpeakが 判 然 とし

な い症 例 が か な りあ り,こ の場 合 は 一1.45vの 電 位

に おけ る波高 をW1と 見 倣 して 計測 した,即 ちW1

は28.1～71.2mm,W2は40.7～106,0mm,平 均 値

56.4mm,W2/W,は1,59で あ つた.

MethanolB法:W1は4.9～1.48mm,W2は5.8

～17.8mm,平 均 値 は は9.9mm,W2/W11 .26で あ

つ た(第1表)

以 上 か らみ て肥 大 前 立腺 組織 抽 出液(以 下抽 出液 と

略)のPolarograph的 蛋 白波 の各 反応 に お け る波 高

は 炉 液 〉生 〉変 性>MethanolBの 順 に低 下 す る.

2)肥 大前 立 腺 患者 血 清

生 反 応:W1は15.5～24.2mm,W2は18.0～29.4

mm,平 均 値 は23.4mm,W2/W,は1.23で あ り,

之 を 同一 条件 で 測 定 した 抽 出液 の蛋 白 波 高 と比較 す る

と抽 出液 の 方 がWl+W2/2}こ お い て1.4倍 高 い値

を示 した.

変 性 反 応:W1は19.0～33.2mm,W2は25.0～46

.9mmで 平 均 値 は35.2mm,W2/W1はL38で あ

つ た.即 ち 血 清 の変 性 反応 で は 抽 出液 よ りも1.9倍 の

高値 を 示 した.し か しW2/W1は あ ま り変動 が ない.

炉 液 反 応:W1は11.9～21.5mm,W2は9,0～24

.8mm,平 均 値 は14,6mm,W2/Wiはo.99で あつ

た.抽 出液 のW1+W2/2が56.4mmな のに 比 し血

清 で は そ の25%に 留 まる にす ぎな い,又w2/w1も

血 清で は0。99を 示 し抽 出液 の61%弱 に 相 当す る低

値 を 示 した.

MethanolB法Wlは22.0～39.Omrn,W2は

14.5～38.6mm,平 均 値 は27.4mrn,w2/w1はo.86

で あつ た.こ の場 合 抽 出液 のW1+W2/2は9.9mm

を 示 し血 清 の方 が2.7倍 も高 い.し か しW2/W,は

逆 に血 清 が 抽 出液 よ りも低値 を 示 し60%に 相 当 す る値

を 示 した(第2表,第2図)

肥大 前 立 腺 患者 血 清 の 各反 応 に お け るPolarogra-

ph的 蛋 白波 高 は変 性>MethanolB>生 〉 炉

液 試料 の順 に波 高 低 下 が み られ る.

3)肥 大 前 立腺 組織 抽 出液 及 び血 清 の理 化 学 的検 査

総 蛋 白 量;抽 出液 で は最 低 値1.79/d1,最 高値2.3

9/dl,平 均2.og/d1で あ つた.一 方血 清 では6.3～7.

9g!d1で 平 均6.99/d1を 示 し抽 出液 に 含 ま れ て い

る総 蛋 白 量は 血 清 の 約1/3量 にす ぎな い.

残 余 窒 素 抽 出液 で は60～70mg/d1,平 均 値 は

60.6mg/dlで1例 の み37.Omg/d1と 低値 を示 した

ものが あ つ た.血 清 で は21.o～38.Omg/d1,平 均 値 は

34.6mg/d1で あ り,60mg/d1と 高 い値 を 呈 した1

例 があ つ た が之 は 水 腎 症 を合 併 して い た も ので あ る.

抽 出液 の 残 余 窒素 は 血 清 に 比 しL7倍 の値 を示 し て

い る.

Albumin濃 度:抽 出液 で はo.35～o.529/d1,平 均

値O.43g/dL血 清 で は2.80～3.78g/dl,平 均値3,26

9/d1を 示 した が,肥 大 前 立 腺組 織 内に 含 ま れ るAlb.

は 非常 に 少 い と考 え られ る.

G1Qbulin濃 度:抽 出液 中 のGl.は1.26～1.959/

d1,平 均 値1.63g/d1を 示 し,血 清 で は3.10～4.27g

/d1,平 均 値3,289/d1で あ る.

A/G=抽 出液 では 平 均値0,26,血 清 で は0.99で あ
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No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Native i
wlw2wl十W2

2

w2

W工

(mm)
29.541.535.OL40

28.538,433.51,34

26.633.029.81.24

36.548.542.51督32

37.051.844.41畳40

34.550.842.71.47

20.932,026.5工.53

24.633.028.8工.34

24.234.629.41,44

20.028.524.31。42

Digest

WIw2w1十w2w2

2砺

19。724.021.91.22

17.121.2工9.21。24

19.221.520.41.12

工9。628.023.81.43

21,025。423.21.21

19.024.221.61.27

9,012,510.81.39

14.017.315.71.24

16,519.317.91.16

12.516。214.41,30

28.339.233.81.3916,821.018.91.25

Filtrate Methano1

wlw2w1十w2

2

39.058.448.91.48

w21wlw2wl+w2w2
wll2wl

rl1.117.814.51.16

35.562.348.81.76

28.140.734,31 .44

71.2106.088。61。49

60.0105.382.71.74

43.070。256.71。64

31,253,942.61.72

47.164.155.6工.36

10.71工.511.1工.08

5.47.06。21,31

14.813.814.30.93

8。011,49.71.42

7.311。59.41.58

5.38.56.91,22

4.95.85.4工.18

50.477.263.81.4810.310.710,51.04

29.655.042,31.8610.313.411.91.30

43.569。356.41.59 8.811.19.91.26

第2表Bloodserum

No.

7

8

9

10

Native Digest

WIW2W1十W2

2 渦 ・1・2・S… 罪劉

(mm)
15.518.016.7 11.6

22.028.525.31.29

22.026.824.41.22

24.229。426.8

19.025,022.01.32

33.246.940.11.41

32。145.238.71.41

Filtrate Methano1

1.
WIw2W1十w2W2.wIW2

2tT,1
1

Ψ1±喫 叩
2W1

11.99.01Q.50,76

12.311.ll1。70.90

14.613.113.90.89

1・21131・645・038・31・42i21・524・S23・2'・16

20.925.823.41.23 29.640.735.21.38 14.614.514.60,99

25.617.521.60.68

22.014.518.3Q.66

34,333.433.90。94

39.038.638.80.99

29.425.427.40.86

つた,

之等の結果からみて肥大前立腺組織内に含 まれ る

Alb.,Gl.は 共に血清の夫よりもかなり低 い値 を示

し,又GLの 比較的増加が強い.

4)女 性ホルモン(Robal)負 荷 時における肥大前

立腺組織及び血清のPolarograph的 測定

女性ホルモン投与を行つた患者2例 の肥大前立腺を手

術的に別出し,之 を前記の方法に従つてPolarogra-

ph的 蛋白波の測定,理 化学的検査をなした.女 性ホ

ルモンはRoba1(中 外製薬)を 使用しユ万単位を毎

日40日間連続注射した.

第1例 は両側除睾術を行つてRoba1を 注射した.

第2例 は除睾を行わずRobalの みを注射した.こ の

2例 に就ての実験成績は第3表,第4表 に示す如くで

ある.

総 括 及 び 考 按

既報の如 くPolarographyは 電解還元を用

いて電流電圧曲線を解析する方法で,今 日まで

医学領域においては血清による癌反応を主体と

した業績が数多 く発表 されているが,血 清に限

らず分野を更に拡げて研究されており之を生体

組織の分析に応用しても微細な変化が捕捉 しう
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第3表Prostatichypertrophy

Prostaticextract SerumofProstatichypertrophy

Notreatment

N

A

T

I
V

E

wl

W2

wl十w2

28.3mm

39.2

2

w2

33.8

1,39

w1

D
I

G

E
S

T

Wl

w2

w1十w2

16,8

21,0

2

W2

wl

18.9

1.25

F

I

L

T
R

A

T

E

Wl

W2

wl十w2

2

W2

wl

M

E

T

H
A

N

O

L

wl

W2

W1十W2

2

w2

W1

43,5

69.3

56.4

1,59

8.8

11.1

9.9

1.26

Roba1

17.7mm

22.6

20.2

1,28

14.0

15.7

14.9

1.19

1

16.6

3Q.0

23.3

1.81

8.5

10.0

9.3

1.18

CastrationNotreatment

Roba1

13.2mm 20.9mm

Robal

15.0

14.1

1.14

25.8

23.4

1.23

1

22,7mm

29,0

25.9

13.0

14.0

17.5

1.06

29.6

40.7

35.2

1.38

9.9

16.3

13.1

1.64

14。6

14.5

14,6

0.99

7.5

7.0

7.3

0.93

29.4

25.4

27。4

0.86

1.28

32.4

46.2

39.3

1.42

12。0

18.0

15。0

L50

22。2

13。3

17.8

0.60

Castration

Roba1

18.5

26.3

22.4

1.32

28。0

40,5

34.3

1.44

5.6

9,5

7。6

1.24

14.5

10.1

12.3

0.70

第4表Prostatichypertrophy

TP

Alb

GI

AIG

NPN

Prostaticextract

Notreatment

2,09/dl

0.43〃

1.63〃

0。26

60,6mg/dl

Robal
Castration

Roba1

1。7

0.68

1.03

○.66

41.0

6.2

2.40

3.80

O.63

55.0

SerumofProstatichypertrophy

Notreatment

6,99/d1

3.26〃

3.28〃

0.99

34.6mg/dl

RobaI

7.0

2.68

4.32

O.62

55,0

Castration

Robal

6。3

2.36

3.94

0,60

55,0

るとされ てい る.

著 者は前立腺肥大症患者の肥大前立腺組織 に

就 てPolarographyを 行 なつた,組 織 に関す

るPolarographyの 報告 は癌及び前癌状態の

診断に本法を応用 した シェブチ ェンコ,ゴ ロ ド

イスキー.Yunda,吾 が 国 におけ る中野 ,灘

波,大 原8)等 僅 かであ り,前 立 腺組 織Polar-

ographyに つ いての報告 には未だ接 しない .

肥 大前立腺組織 の乳粥 を作 り,そ の生塩水抽

出液 で生反応,変 性反応,酒 液反応,Metha一
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nolB法 を 行なって夫 々を比較検討 した結 果,

各反応 によるPolarograph的 蛋 白波 高は瀕液

〉生〉変性>MethanolBの 順 に波高の低下

を認めた.之 を人精液6)の 蛋 白波測定値 と較 べ

ると精液では瀕液>MethanolB>変 性 〉

生 の順 に波高が低下 してい る.即 ち酒液 反応

における蛋 白波高は肥大前立腺抽 出液,精 液共

に高い値を示 しているが,生 反応 における肥大

前立腺 の蛋 白波高は精液 の約2倍 に相当す る高

さを示している.変 性反応で も肥大前立腺 の方

がやや高い,又 人精液では生試料 と変性試料 と

の波高値に大 きな差異 を認 めずAlb.とG1.の

比が1に 近 いと考 えたが,肥 大前立腺 における

生と変性試料の波高差 は大 き く,同 時 に測定 し

たAlb.とG1.の 値 で も前者が0.439/d1で あ

るのに比 しGl.は1.639/dlと か な りの差 が認

められ,KOH変 性 に よつて裸 出 され た変性反

応因子の少い事 が判 る.

一方SSA及 びMethanolで 部 分的 に除蛋 白

した泊液 について比較す ると肥大前立腺,精 液

共にMethanol法 の 波高が低 く,殊 に肥大前

立腺において この現象が強い.之 は試料 中に含

まれているPolypeptid或 はMucoprotein

様物質がMethanolに よって抽 出 され難い成

分のある事 を物語つ てい ると考え る.

前立腺肥大症患者 の血清Polarographyに

おける各処理法での蛋 白 波 高 は 変 性 〉 生>

MethanolB>泊 液 反応の順 に波高の低下が認

め ら れ る が,教 室の林9}に よる健 康人血清 の

測定値 と比較す る と,他 に合併症を もたない肥

大症患者では各反応 とも殆ん ど正常値 に近 い値

をとつている.片 村10》も前立腺肥大症 の患者血

清についてPolarograph的 蛋 白指数 を求 め,

肥大症では正常値 とあま り変 らない と報告 して

いる.又 小松11)は 同 様肥大症患者 の血清理化学

的検査を行 ない,病 状の進 行 した症例(第3期)

では総蛋 白量,Alb.の 減 少 とG1.の 増 加を指

摘 しているが,第1,2期 程 度 では血漿蛋 白濃

度,各 血漿蛋白分屑値 は健康高年者 と比較 して

有意な変動を認めない と報 告 している.

この肥大前立腺抽 出液 と同患者血 清のPola-

rOgraphl的 蛋 白波を同一条件 において測 定 し
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た値 で夫 々比較 する と,前 記 の如 く抽 出液での

波高 は瀕液〉生〉変性>MethanolB>の 順 で

あ り,血 清では変性 〉生>MethanolB>瀕 液

の順 である.笹 井等12)13)14)20)は 血 清 よりAlb.

及 びG1,を 分 離 して比較 するとG1.はAlb.

に比 し蛋 白波 の波高は非常 に低 く,又 変性処理

に よつてGl.は 殆 んど蛋 白波の波高増大 を 示

さないがAlb.は 顕著 な増大 を示す事 を見出 し

た.即 ち肥大前立腺 の抽 出液 におい て はAlb.

量 は非常 に少 く,比 較 的G1.増 加 がみ ら れ,

Polarograph的 にGI.量 が相対的に多 い際 に

は生,変 性試料 の波高が低下 する事を認めた.

又SSA除 蛋 白を行なつた抽 出液 が血清 に比 し

高い値 を示す事 は酒液反応に関与Is)16)す る 物

質即 ちPolypeptid,Mucoproteinの 多 い事

を示 してい る.

Polarogramの 波 形についてBrdi6kaは

蛋 白波が2段 の極大波 として現 わ れ,Cystil1

波 は1段 であ り,そ の電位は蛋 白波の2段 目の

もの に大 略等 しい と.又 蛋白波は2価,3価 何

れ のコバル ト塩 を用いて も出現 す るが,Cystin

波 は2価 のコバル ト塩 の存在 する場合 にのみ出

現 す ると述べ てい る.精 液Polarographyで

述 べた如 く,瀕 液反応 におけ る波形が単一波 し

か示 さない事 は蛋白質構造 の相異 で あ る た め

か,蛋 白波 を示 さず波形 のみ に干 渉す る物質が

共存 している とい う可能性 も考慮 に入れてお く

必要が ある.肥 大前立腺組織 のPolarOgram

は(第1図)酒 液反応において明確 な二重波を

示 さず,第1波 が著 明でな く漸次第2波 に移行

す る様な波形を とつてお り,Polarograph的

に特 異な性質 を有す る事 を示唆す るものと考え

る.こ の点 に関 して著者 は更 に2価 及 び3価 の

コバル ト塩 を用いて両者の比較検討 を行なつて

お り別の機会 に述べ る予定 である.

睾 丸は男性機能の中枢 であ り前立腺 が男性ホ

ルモ ソ依存性 を有 し,前 立腺肥大症,癌 に際 し

て除睾術,抗 男性 ホルモ ン療法の行なわれ てい

る事 は衆知の事実 である.

Dorfman,Shipley(1956)17)に よれば去勢

後 の男性 ホルモ ンは急速 に減少 し血中のAnd-

rogenは 対 照男子 に比 し約1/10に 減 少 してい
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る.反 面前立腺癌,肥 大症例は正常 の去勢例 と

異な り,排 尿障碍等で衰弱 した高令者が多 く,

従 つて去勢後のAndrogenの 変 動 も正常例の

ように単純 な減 少を示 さない.又 畢丸 は既 に相

当萎縮 してお り畢丸か らの男性 ホルモ ソ分泌が

減少 し体内の代謝 にっい て は 副 腎 皮 質 性 の

Androgenが 大 きな役割 を演 じてい る の で は

なかろ うかと志 田18)は 記載 してい る.

除睾 後女性 ホルモ ンを長期間投与 した2例vc

つ い て血清並び に肥大前立腺抽 出液のPolar-

ograph的 蛋 白波を無処置例 と比較 してみ ると

第3表 の如 くで あ り,抽 出液 の蛋白波高は各反

応共に無処置群 〉ロバール投与例〉除畢 ロバー

ル投与例 の順に波高 の低下が あ り酒液 反応 にお

いて特 に著明であ る,叉 同時に処理 した試料 に

ついての理化学的検査 では総 蛋白量,Alb.GL

は 除睾 ロバール投与例が無処 置群,ロ バール投

与 例に比 し著 し く高値を呈 し血清 の理化学的検

査値 とほぼ等 しくなつて来 ている.残 余窒素の

みは各例 ともにあま り変動 がみ られない.

一 方血清 について同様な検査を行なつたが,

Polarograph的 に みた場合,生,変 性 反応 で

はやは り除睾 ロバール例が低値 を示 してい るが

三者相互間 にあ まり強い差異 は認めない.し か

しSSA及 びMethano1に よ る除蛋白を行 な

った場合除睾 ロバール例が異常 に低い値 を示 し

た.血 清理化学的検査では無処置群におけ る残

余窒素値に比 し性 ホルモ ン剤投与例が高値 を と

っている,Alb.値 は女性 ホルモ ンを負荷 した

ものでは低下 しA/G値 の上昇を認 め 従 つ て

A/G比 は下降 して来 る.こ の点小松11)の 記 載

の如 く血清 における性 ホルモ ソ負荷時 のAlb.

及 びG1.値 の変動 と同様 な成績 を示 し,Pol-

arograph的 にみて含硫黄蛋白質(Alb.,G1.,

Mucoprotein,Mucoid),含 硫 黄 ア ミ ノ 酸

(Cystin,Cystein)の 低 下 は単な る女性 ホ ル

モ ン投 与 よりも除睾を行な う事 によつて強 く促

進 され るもの と考 える.同 時 に肥大前立腺組織

内のSH基,SS基 物 質 も強 く変動を来 してい

るもの と思われ る.

結 語

1)肥 大前立腺組織及び同患者血清について

のPolarographyを 行 い理化学的検査成績 と

比較 検討 した.

2)肥 大 前立腺組 織のi蛋白波 高値 はSSA処 理

瀕液試料 〉生試粁}変 性謹料?Methanol除

蛋 白試料の順匹侭下 セ,Mucoprotein含 量 は

血清 よ りも多い と考え られ る.し か し肥大症患

者血清 の測定値 ほ健康 正常人の範 囲 内 に 留 ま

る.

3)前 立 腺肥大症患者 の血清総蛋 白量,Alb,,

G1.量 は大体正常範囲内に あるが,肥 大前立腺

組織抽 出液 では三 者 とも に 低 値 を 示 し殊 に

Alb.量 は非常 に少い.

4)肥 大 前立腺 に対す る女性 ホルモ ソの 負 荷

は同組織 のPolarograph的 蛋 白波高の低下 を

来 し,理 化 学検査ではAlb.の 増 加 と軽 度 な

G1.の 減 少を招来 する.睾 丸 を除去 して女性 ホ

ルモ ンを負荷 す るとPolarograph的 蛋 白 波

高は更に強 く低下 する.し か しAlb.,G1,量 は

共 に著 し く増 し総 蛋白量 も上昇 す る.

5)血 清 に就 ては女性 ホルモ ン負荷 を行 な つ

た場合蛋白波高に強い変動 は認 め られ ない.し

か しAlb.減 少 とG1.の 増 加 があ りA/Gは

低 下す る.一 方 除睾後 女性 ホル モ ンを負荷す る

と蛋白液 高は低下 す るが肥大前立腺組織 におけ

る変動 に比 ぺれば僅微 である.

(本論文の要旨は第11回 西日本連合地方会において

発表した.)

(稿 を終るに当り終始御懇篤な御指導,御 援助なら

びに御校閲の労を賜つた恩師加藤教授に心からなる謝

意を表する.)
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第1図 肥大前立腺組織Polarogram
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